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第１章 水道工事施工管理基準 

１  一般事項 

この水道工事施工管理基準は、水道工事標準仕様書１－３－２（施工管理）に規定する施工

管理について、その基準を定めるものである。 

(1) 目 的 

この基準は、座間市水道事業者が発注する水道工事の工程、品質、出来形、安全対策等の

施工管理方法について定め、出来形管理基準及び品質管理基準の規格等を満足させ、安定し

た水道施設の確保を目的とする。 

(2) 適用範囲 

ア この基準は、座間市水道事業者発注の水道工事（配水管工事、その他これに類する工事）

に適用する。よって工事の種類、規模、施工条件等により、この基準に定めがないもの

は「土木工事施工管理基準及び規格値（座間市）」による。 

 なお、これらに定めがない場合は、監督員と協議を行い適切な方法を定め、管理しな

ければならない。 

イ 道路復旧等の施工管理は、各道路管理者等の定める基準によらなければならない。 

(3) 構 成 

   
工程管理 

   
   

品質管理 
施工管理 

(工事写真を含む) 
  
  

出来形管理 
   
   

安全管理 
   

(4) 管理の実施 

ア 請負人は、工事着手前に、施工管理計画及び現場代理人を定めなければならない。 

イ 現場代理人は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければならない。 

ウ 請負人は、測定（試験）等を、工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるように

実施しなければならない。 

エ 請負人は、測定（試験）等の結果を、その都度、随時管理図表に記録し、適切な管理の

もとに保管し、監督員が記録の提出を求めた場合は、速やかに提出すること。また、完

成時に提出しなければならない。 

オ 請負人は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後、不可

視部分の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を｢工事写真撮影基

準｣により撮影し、適切な管理のもとに保管し、監督員の請求に対し直ちに提示すること

ができるようにしておくこと。また、完成時に提出しなければならない。 
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(5) 工程管理 

請負人は、工事内容に応じネットワーク方式又は、バーチャート方式等により作成した実

施工程表により工程管理し、定められた履行期限を遵守すること。また、当初計画した工程

と実施工程に理由なく、相違が生じないように努め、検査時に実施工程表を提出しなければ

ならない。なお、工程管理については、特別に管理基準を定めない。 

(6) 品質管理 

請負人は、品質の管理を「２ 品質管理基準」により行い、品質管理図表等を作成するもの

とする。 

(7) 出来形管理 

請負人は、出来形の管理を「３ 出来形管理基準」により行い、設計値と実測値を対比して

記録した出来形管理図表等を作成するものとする。 

(8) 規格値 

請負人は、「出来形管理基準」及び「品質管理基準」により、測定した各実測（試験・検査・

計測）値は、すべて規格値を満足しなければならない。 

(9) 是正措置 

ア 工程管理 

請負人は、全体及び重要な工種の工程に遅れを生じたときは、監督員と協議すること。 

イ 出来形及び品質管理 

a  請負人は、測定（試験）値が設計（規格）値に対し偏向を示したり、バラツキが大

きい場合は、直ちに原因を究明し、改善を図ること。 

b  請負人は、測定（試験）値が規格値を外れた場合には、直ちに原因を究明し、改善

策をたて、監督員に報告の上、その指示を受けること。 

(10) 合格判定 

出来形及び品質の合格判定は、出来形管理基準及び品質管理基準に基づき、次により行

うものとする。 

ア 出来形測定項目及び測定基準により実測し、その規定値がすべて規格値の範囲内にある

とともに、その平均値は設計値以上なければならない。 

イ 品質施工後の試験結果は、品質規格を満足しなければならない。
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２  品質管理基準及び規格値 

 

工
種 

種
別 

試験 

区分 
 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

水
道 

材
料 

必
須 

① 規格品であ

る場合 

 当該規格 日本水道協会

による検査 

日本水道協会

水道用品検査

証明書 

② 規格品でな

い場合 

 管理者が型式

承認したもの

であること 

日本水道協会

による検査 

日本水道協会

水道用品検査

証明書 

水
圧
試
験 

施
工 

必
須 

① 管路水圧試

験 

管内に充水

し、所定の水

圧を負荷し、

一定時間保持

して、この間

の圧力変化を

測定する。 

管路に異常が

なく、また、

急激な圧力降

下が生じない

こと。 

 監督員立会い

のもと実施す

る。 

② ダクタイル

鋳鉄管継手

部水圧試験 

試験水圧は、

通常0.50MPa

程度。 

試験水圧にて

5分間経過後

に0.40MPa以

上保持するこ

と。 

管径800㎜以

上の全ての継

手箇所につい

て、実施する。 

溶接継手構造

の管路は溶接

部の放射線透

過試験または

超音波探傷試

験によること

ができる。 

③ 給水管施工

時の水圧試

験 

 試験水圧

1.75MPaに耐

えられ1分間

経過後、漏水

のないこと。 

全ての給水管

取出替箇所に

おいて実施す

る。 

サドル付分水

栓設置箇所

と、既設給水

管との接合箇

所まで配管

後、本管分岐

部から接合箇

所までの配管

について確認

する。 

④ 不断水工事

の水圧試験 

 試験水圧に耐

えられ、漏水

のないこと。 

全ての箇所に

ついて実施す

る。 

試験水圧は

0.75～1.0MPa

を標準とし、

監督員と協議

する。 
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工
種 

種
別 

試験 

区分 
 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

管
の
接
合 

施
工 

必
須 

① ダクタイル

鋳鉄管 

継手部接合

検査 

目視 

ノギス等によ

る計測 

JDPA W 05 

（K型） 

JDPA W 07 

（ﾌﾗﾝｼﾞ） 

JDPA W 12 

（NS型） 

継手各部所定

寸法を満たす

こと。 

ボルトの標準

締付けトルク

を満たすこ

と。 

全ての継手接

合箇所におい

て、耐震継手

管及びは大口

径管の接合は

必須。K型は必

要に応じて実

施。 

チェックシー

トを使用して

実施する。 

管
の
溶
接
（
鋼
管
） 

施
工 

必
須 

① 放射線透過

試験 

WSP 008 

（JIS Z 3104、 

JIS Z 3050） 

内部のきず：

きずの分類に

おいて 1類、2

類または 3類

を合格とす

る。 

内面へこみ：

その部分の透

過写真濃度

が、これに接

する母材部分

の透過写真濃

度を超えない

こと。 

溶落ち：いか

なる方向に測

った寸法も 1

個につき 6㎜

または管の肉

厚のいずれか

小さい方を超

えず、試験部

の有効長さ当

たり最大寸法

の合計長さ 12

㎜以下とす

る。 

検査箇所数は

溶接箇所数の

20％とし、検

査箇所は監督

員の指示によ

る。撮影は、

検査箇所 1箇

所につき、原

則として 2枚

とする。（時計

の3時－9時ま

たは 12時－6

時のように対

称な方向とす

る。） 

検査の結果、

不合格の箇所

は欠陥部を除

去して再溶接

を行い、再検

査する。なお、

監督員からの

指示により省

略することも

できる。 
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工
種 

種
別 

試験 

区分 
 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

管
の
溶
接
（
鋼
管
） 

施
工 

必
須 

② 超音波探傷

試験 

WSP 008(JIS Z 

3060､ 

JIS Z 2344､ 

JIS Z 2345､ 

JIS Z 2352) 

きずの分類に

おいて 1類、2

類及び 3類を

合格とする。 

上に同じ。 検査の結果、

不合格の箇所

は欠陥部を除

去して再溶接

を行い、再検

査する。原則

として放射線

透過試験と

し、それによ

り難い場合は

超音波探傷試

験とする。な

お、監督員か

らの指示によ

り省略するこ

ともできる。 

管
の
溶
接
（
ス
テ
ン
レ
ス
管
） 

施
工 

必
須 

① 放射線透過

試験 

JIS Z 3106 等級分類にお

いて、1級、2

級及び 3級を

合格とする。 

検査箇所数は

溶接箇所数の

10％とし、検

査箇所は監督

員の指示によ

る。 

撮影は、検査

箇所 1箇所に

つき、原則と

して 2枚とす

る。（時計の 3

時－9時また

は 12時－6時

のように対称

な方向とす

る。） 

検査の結果、

不合格の箇所

は欠陥部を除

去して再溶接

を行い、再検

査する。なお、

監督員からの

指示により省

略することも

できる。 
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工
種 

種
別 

試験 

区分 
 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

内
面
塗
装
（
無
溶
剤
型
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
） 

施
工 

必
須 

① 外観検査 WSP 052 

目視 

流れ、はじき、

われがないこ

と。 

全ての塗装箇

所 

JWWA K 135に

準拠する 

② 塗膜厚測定 WSP 052 

電磁式膜厚計

またはこれと

同等以上の性

能を有する膜

厚計による。 

設計図書によ

る。 

全ての塗装箇

所 

管径350㎜以下 

0.3㎜以上 

管径400㎜以上 

0.5㎜ 

なお、監督員

からの指示に

より省略する

こと もでき

る。 

③ ピンホール WSP 052 

放電式ホリデ

ーディテクタ

により 1200～

1500Vの電圧

で試験する。 

ピンホールが

ないこと。 

全ての塗装箇

所 

塗膜厚が 0.3

㎜を超える場

合は電圧を高

く設定する。 

なお、監督員

からの指示に

より省略する

こともでき

る。 

④ はつり性 WSP 052 

鋼製両刃のへ

らを用い、常

温において約

45度の角度で

塗膜の端部を

はつる。 

容易にはく離

しないこと。 

試験箇所は監

督員の指示に

よる。 

破壊試験であ

るため、試験

箇所は補修が

必要である。 

なお、監督員

からの指示に

より省略する

こともでき

る。 
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外
面
塗
装
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ー
ト
） 

施
工 

必
須 

① 外観検査 目視 防食材につい

て、有害なき

ず、両端の大

きなめくれ、

両端から50㎜

以内のふく

れ、焼損がな

いこと。 

全ての被覆箇

所 

JWWA K 135に

準拠する 

② ピンホール

試験 

放電式ホリデ

ーディテクタ

により 10000

～12000Vの電

圧で試験す

る。 

ピンホールが

ないこと。 

全ての被覆箇

所 

なお、監督員

からの指示に

より省略する

こともでき

る。 

③ 膜厚検査  1.5㎜以上あ

り、また工場

塗覆装部との

重ね代が50㎜

以上あるこ

と。 

全ての被覆箇

所 

なお、監督員

からの指示に

より省略する

こともでき

る。 

 

工
種 

種
別 

試験 

区分 
 試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 
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３  出来形管理基準及び規格値 

 

工種 測定項目 規格値 測定基準 測定箇所 摘要 

水道管埋

設工 

土被り 

ＤＰ 

±50 施工延長 40ｍに

つき 1箇所（起終

点、中間点の最低

3 箇所以上とす

る。）及び変化点

にて測定 

 

ＯＦの基準位

置は監督員

の指示によ

る 

幅 Ｗ －50 

深さ ｈ －30 

占用位置 

ＯＦ 

±50 

延長 Ｌ －200 1施工箇所ごと 

管防護工 

（コンク

リート防

護工） 

長さ ℓn 
－30 1箇所ごとに測定 

 

 

幅 Ｗ －30 

厚さ ｔ －20 

管下高さ 

ｈ 

±30 

各種弁室

（筺）等

設置工 

基準高 

▽ 

±30 1箇所ごと 

基準高は底版の

ある場合 

厚さ、幅、高さは

現場打ちがある

場合 

 

 

厚さ 

ｔ1～ｔ5 

－10 

幅 

Ｗ1、Ｗ2 

－30 

高さ 

ｈ1、ｈ2 

－30 
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４  写真管理基準 

 

工
種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 摘要 

一
般 

着手前及び完成 着手前と完成後の現場の状

況を同一箇所で同一方向か

ら撮影する。 

着手前、 

完成後 

40m毎（起終点、

中間点の最低 3

箇所以上とす

る。） 

 

工事看板 工事看板、掲示板（建設業許

可票、労災保険関係成立票、

建設業退職金共済制度適用

事業主工事現場の標識等）設

置状況 

施工中 種類毎に 1回 

主要機械、機材 低振動・低騒音・排出ガス対

策型機械の表示 

管加工、接合機材（切断刃、

穿孔刃、トルクレンチ等） 

適宜 適宜  

安
全
管
埋 

安全管理 各種標識類の設置状況 設置後 種類毎に 1回 安全訓練等は

月1回以上1開

催につき4時間

以上 

各種保安施設の設直状況 設置後 適宜 

交通誘導員等交通整理状況 作業中 作業日毎 

安全訓練等の実施状況 実施中 実施日毎 

材
料
検
査 

使用材料 形状寸法 使用前 監督員の指示

による 

 

検査実施状況 検査時 実施日毎 

布
設
土
工 

舗装切断工 切断状況及び切断幅（官民境

界等からの距離及び幅） 

施工中、 

施工後 

40m毎  

舗装取壊工 取壊し状況（使用機械）及び

舗装厚 

施工中  

掘削工 掘削状況（人力、機械） 施工中 その日に施工

した区間内で

最低 1箇所。 

掘削から仮復

旧まで同一箇

所、同一方向で

あること。 

床付け探さ及び幅 施工後 

土留工 矢板及び切梁、腹起設置状況 設置後 

明示シート 敷設探さ 布設後 

埋戻工 埋戻し状況 施工中 

締固め状況 締固め後 

路盤工 施工状況 施工中 

締固め状況 締固め後 

Ａｓ復旧工 プライムコート・タックコー

ト散布状況（実施した場合） 

施工中 

施工状況 施工中 

各層毎の厚さ 転圧後 

建設発生土処分 仮置場（実施した場合） 搬入前、 

搬出完了後 

指定場所毎1回 搬入前写真は

確認届に添付 
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工
種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 摘要 

管
布
設
工 

管布設工 管の吊りおろし、据付作業状

況 

施工中 その日に施工

した区間内で

最低 1箇所 

布設土工の撮

影箇所と同じ

箇所。 土被り寸法及び占用位置（道

路の官民境界等からの距離） 

布設後 

配管状況（曲管、耐震継輪、

特殊押輪等がわかるように） 

配管後 全区間 

伏越し等埋設物と交差する

箇所（他占用物の名称、口径、

離れ等を損影） 

布設後 全箇所 

擁壁、コンクリートブロック

塀等の構造物に近接する箇

所（他占用物の名称、口径、

離れ等を撮影） 

布設後 全箇所 

他の占用物と接近する箇所 

（他占用物の名称、口径、離

れ等を撮影） 

布設後 

鋳鉄管切断・加

工 

切断、溝切状況 加工中 実施箇所全て 耐震管 

挿し口リング、防食ゴム取付

状況 

取付後 

切断口ペイント補修後の状

況 

補修後  

切管延長測定状況 加工後 

鋳鉄管接合工 挿し口、受け口の清掃、滑材

の塗布、接合作業状況、接合

部確認状況 

施工中 その日に施工

した区間内で

最低 1箇所 

 

ライナ挿入状況 挿入前、 

挿入後 

実施箇所全て 耐震管 

ポリエチレンス

リーブ被覆 

ボリエチレンスリーブ被覆

及び明示テープ巻付け状況 

施工後 その日に施工

した区間内で

最低 1箇所 
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工
種 種別 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 摘要 

弁
・
栓
類
設
置
工 

仕切弁 

不断水式仕切弁 

消火栓 

空気弁 

設置状況、土被り 配管後 設置箇所全て 不断水式仕切

弁は、不断水連

絡工の項目も

含む 
筐の据付、室の設置状況 設置後 

基礎工（砕石、均しコンクリ

ート）の施工状況及び寸法 

施工中、 

施工後 

水
道
管
連
絡
工 

既設管連絡工 既設管との連絡配管状況 配管後 連絡箇所全て  

新設管及び既設管の土被り 配管後 

不断水連絡工 不断水式割Ｔ字管取付状況 施工中 

水圧テスト状況 実施時 

穿孔状況、穿孔後の切片 施工中、 

施工後 
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第２章 水道工事特記仕様書等 
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１  水道用波状ステンレス鋼管による給水管取出替工事特記仕様書 

 

１ 適用 

本仕様書は、座間市水道事業者が発注する配水管布設替工事等に伴う給水管取出替工事に適用

する。 

なお、本仕様書に記載のない事項については、「給水装置工事設計施工基準（座間市上下水道局）」

による。 

 

２ 口径５０ｍｍ以下の指定材料 

口径５０ｍｍ以下の分岐から止水栓（道路境界から約１ｍ以内にメーターがある場合は、メー

ターまでの接続、それ以外は止水栓より３０ｃｍ程度で既設管との接続を含む）までの指定材料 

品名 規格 呼び径 備考 

ステンレス製サドル付分水栓 JWWA B 139 又は 

管理者形式承認品 

(取出口径) 

20･25･40･50 

ボール、フランジ式 

防錆コア  20･25･40･50  

水道用ステンレス鋼管継手 JWWA G 116 20･25･40･50 ソケット部に JWWA G116（伸縮

可とう）の性能を満たすもの 

水道用波状ステンレス鋼管 JWWA G 119 20･25･40･50  

絶縁袋ナット付メーター用ソ

ケット（伸縮可とう）※2 

 20･25･40･50 JWWA G116（伸縮可とう）の性

能を満たすもの 

鋼管シモク  20･25･40･50  

鋼管継手 JIS B 2301 20･25･40･50 内外面樹脂コート品 

鉛管用おすネジ付継手※2 オスネジ 13･20･25 砲金製 

鋼管、ポリ管兼用おすネジ付継手※2 オスネジ 20･25･40･50 砲金製 

   〃  めすネジ付継手※2 メスネジ 13 砲金製 

ステンレス製ボール止水栓 JWWA B 140 20･25･40･50 B-HIVP 

ステンレス製分水栓用プラグ、

キャップ 

JWWA G 116 及び

管理者形式承認品 

20･25･40･50  

止水栓筺 座間市型   

HIVP JIS K 6742 

JIS K 6743 

20･25･40･50 直管、エルボ、ソケット 

HI ガイドナット付メータユニオン 20･25･40･50  

鋼管用メータユニオン 管理者形式承認品 40･50  

埋設管明示シート 座間市型  道路内に設置 

ポリエチレンスリーブ 汎用型  止水栓まで設置 

※1 ステンレスは原則として SCS14もしくは SUS316とする。 

※2 道路内等で既設給水管（異種管）と接合する場合に使用 

 

３ 施工 

宅地内での給水管取出替は、宅地内１ｍ以内で付替えを行うことを原則（参考資料－２「施工

標準図」参照）とする。また、所有者の同意を得られない場合には道路内（官民境界付近まで）

で施工するものとする。 
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なお、所有者の同意取り付けに際しては、現場代理人又は主任技術者（監理技術者）及び給水

装置工事主任技術者が同行して「座間市からのお知らせ」（参考資料－２参照）を用いて趣旨説明

を行い、結果を監督員に報告すること。 

 

（１） 給水装置の分岐 

   分岐口径５０ｍｍ以下の場合には、サドル付分水栓を使用し分岐を行なう。 

サドル付分水栓（平行ネジタイプ）を使用し分岐を行なった場合の接続は分水栓ソケット

（伸縮可とう式）を使用し、波状管にて布設することを原則とする。（波状部は最低２箇所以

上設けること）。 

 

（２） 配管工事 

ア） 材料 

分岐から止水栓までの給水管及び継手は以下のとおりとする。 

給水管・・・・・ＪＷＷＡ Ｇ１１９水道用波状ステンレス鋼管（SUS316） 

継 手・・・・・ＪＷＷＡ Ｇ１１６水道用ステンレス鋼管継手（伸縮可とう式） 

イ） 接合 

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）の配管には、水道用ステンレス鋼管継手（JWWA 

G116 伸縮可とう式）を使用すること。 

（参考）伸縮可とう継手の一例（溝付けなしタイプ） 

 

 

 

 

 

① 管の切断はロータリー式チューブカッターを使用し、管軸に対して直角に変形がな

いよう切断し、切断時にできた切断面のバリを完全に除去する。 

② 管の切断箇所に差し込み深さ（のみ込み位置）を確認するためのマーキング又は、

溝付けを必要とするものには溝付け位置のマーキングを専用工具にて行う。 

③ 管の挿入は、適度に締め付けナットを緩め、締付けナットの端面がマーキングの位

置にあることの確認又は、溝付けを必要とするものにはロック部材が管の溝に適切

に設置されていることを確認し、締付けナットを手締めにて仮締付する。 

本体（胴）ＳＵＳ３１６ 
ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ 

袋ナット 

ＳＵＳ３１６ 

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ ﾜｯｼｬｰ 
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④ 締付けは、パイプレンチ等を使用して締付けナットを十分締付ける。 

差込み寸法基準値       単位：mm 

呼び径 ワンタッチ方式 

20・25 81 

40・50 85 

 

標準締付けトルク      単位：N・m 

呼び径 標準締付けトルク 

20・25 70 

40・50 120 

 

⑤ 所有者の同意が得られない等の理由により止むを得ず道路内にてステンレス管と

既設給水管（異種管）と接続する場合の接合例を下記に示す。なおこのときステン

レスと異種金属の接合部分には必ず絶縁処理されたものを使用すること。 

 

 

ポリエチレン管、鋼管とステンレス鋼管 

 

 

 

 

 

 

 

鉛管とステンレス鋼管 
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ウ） 曲げ配管 

水道用波状ステンレス鋼管の曲げ配管は波状部で行ない、曲げ角度は９０度以内とし、

過度な繰返し曲げは行なわないこと。また波状部は滑らかなカーブで各山が均等になる

ように曲げ、管端に近い波状部や口径の大きな波状部など人力で曲げにくい場合は、専

用の曲げ工具を使用すること。 

 

よい例                    悪い例 

 

エ） 施工上の注意 

① ステンレス鋼管の埋設には、継手及び分岐部分を含め外面腐食防止のため、ポリエ

チレンスリーブを被覆すること。 

② ステンレス鋼管と異種金属管とを接続する場合には、金属電位差による腐食を防止

するための適切な絶縁措置を施すこと。 

③ 露出する場所等でたわみ又はウォータハンマ等による振動を防止するために、ステ

ンレス鋼管を異種金属のバンド又はフック等で固定する場合には、適切な絶縁処理

を施すこと。 

④ ステンレス鋼管はアルカリに侵され易いため、管に直接コンクリートが触れないよ

う適切な侵食防止措置を施すこと。 

⑤ ステンレス鋼管は薄肉のため、接触によるつぶれ、キズ等が生じないよう保管を含

め取扱いには十分注意すること。 

曲げ角度 

90°以内 

曲げ角度 

90°超 

不均等な曲げ 
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参考資料－１ 



18 



19 

座間市上下水道局からのお知らせ 

古くなった水道管（配水管）の取替え工事に伴

う給水管の取替えについて 
 

Ⅰ 水道工事のご案内 

日ごろから、水道事業にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

座間市上下水道局では、水質に影響を与えたり、漏水のおそれのある経年化した水道管（配水管）を、

災害に強い水道管へ取替える工事を計画的に行っています。 

この工事に伴い、各ご家庭に給水している給水管の取替え工事も行います。 

取替え工事の内容は、水道管の分岐部から宅地内１ｍ程度のところまでを新しい管へ取替えるもので

す。 

 

Ⅱ お客様の宅地内の給水管をお取替えするには 

１．お客様の私有財産である、給水管を局で工事するには、給水管の布設替え及び宅地内の掘削、埋

戻し（復旧）方法について、お客様の同意が必要となります。 

なお、宅地内を掘削した場合の埋戻し（復旧）につきましては、簡易な復旧となります。 

 

２．道路部の取替えのみで、宅地内は希望しない場合 

道路部（境界まで）の取替えは局が行います。 

 

参考資料－２ 
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Ⅲ 施工箇所 

施工標準図 

 

 

 

Ⅳ 宅地内の復旧方法 

次の復旧は、局が無料で行います。それ以外の復旧を希望される場合は、お客様の負担となります。 

 

１．工事箇所が、芝生、土砂又は植え込みの場合の復旧方法 

（植木等については、あらかじめお客様にて移設願います。） 

① 発生土の埋戻し（掘削した土を戻す） 

② 砂利敷設（砕石：４ｃｍ以下の大きさのもの） 

 

２．工事箇所がコンクリート及び特殊（タイル、レンガ等）な場合の復旧方法 

① 発生土の埋戻し（掘削した土を戻す） 

② 砂利敷設（砕石：４ｃｍ以下の大きさのもの） 

③ 常温合材（簡易アスファルト） 

④ コンクリート復旧（厚さ１０ｃｍ程度） 

 

Ⅴ お問合せ先 

座間市上下水道局水道施設課 

工務係  担当者  

ＴＥＬ ０４６－２５２－７５１９ 
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２  工事竣工図作成要領 

 

１ 適 用 

１．１ この要領は、管路施設を新設又は撤去する工事の請負業者等が、座間市上下水道局に提

出する竣工図面についての基準を定めるものである。 

１．２ 作図一般、記号、線の一般的用法その他この要領に定めのないものは、関係規格規定又

は監督員の指示によるものとする。 

２ 竣工図の提出 

２．１ 請負者は、竣工図の原図及びその複写図面一部を提出すること。 

２．２ 複写図面は７．８の例により着色して提出すること。 

２．３ 監督員が指示した場合は、竣工図を電子ファイルで提出することができる。また電子フ

ァイルの形式、メディアについては、監督員と協議すること。 

３ 図面の大きさ及び紙質 

３．１ 図面の大きさは、記載内容によりＡ１、またはＡ２を使用することを原則とする（表－

１、図－１参照）。なお、図面は横向きを原則とし、複数枚となる場合は同一サイズとなる

ようにすること。 

３．２ 平面及び縦断図面等規定の大きさで作図できない場合は、分割作成とし、その接続表示

を明確にすること。 

３．３ 同一工事で施工場所が２箇所以上の場合は、それぞれ１箇所ごとに一葉ずつ分けて作成

すること。 

表－１ 図面の大きさ単位：ｍｍ 

大きさの呼び方 Ａ１ Ａ２ 

ａ×ｂ ５９４×８４１ ４２０×５９４ 
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図－１ 図面の大きさ及び輪郭 

注）図面は長手方向を左右に置いた位置を正位とする。 

４ 表示方法 

４．１ 文字の大きさ、線の太さ及び文字間のすきまは表－２を基準とする。 

表－２ 文字の基準単位：ｍｍ 

文字の種類 文字の高さ 線の太さ 文字間のすきま 

漢字、かな ６以上 
０．５～０．３ 線の太さの２倍以上 

数字、英字 ４以上 

 

４．２ 配水管路線は、次のとおりとすること。 

新設       実線（太さ０．６ｍｍ） 

既設       一点鎖線（太さ０．４ｍｍ） 

廃止（撤去）     二重破線＋斜線（太さ０．３ｍｍ） 

廃止（存置）     二重破線（太さ０．３ｍｍ） 

 

４．３文字は、かすれ、太さの不整等のないようにし、特に寸法線、中心線等の細線は、濃く

正確に書くこと。 

４．４ 文字は、楷書で明確に書き、数字は３桁ごと間隔をあけて書くこと。なお、ゴム印等を

使用する場合には、かすれ、にじみが無いようにすること。  

４．５ 寸法単位は、原則としてｍ表示とし、小数点第３位を四捨五入して小数点第２位まで明

記すること。ただし、これにより難い場合は、各図に又はそのつど単位記号を表示すること。 

2
0

2
0

20

20

ａ

ｂ

単位：mm
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５ 図面の構成（図－２参照） 

図面の構成は、工事の内容に応じ、次のとおりとする。なお、詳細図、断面図、構造図等

は表示する内容により、同一図面にまとめてもよいが、極力重複を避けるよう考慮すること。 

図－２ 図面の構成例 

５．１ 総括表（表－１参照） 

管径・管種毎にその布設延長等を記載する。なお、工事箇所が２箇所以上になる場合は工

事箇所ごとに総括表を作成すること。 

表－１ 総括表（例） 

工種 管種・口径等 数量 備考 

配水管布設工 ＨＰＰＥφ１００ １２５．３４ｍ  

 ＤＩＰ．ＮＳφ１００ ３．２０ｍ  

仕切弁 ソフトシール仕切弁φ１００ ２基  

消火栓 地下式単口 １基  

既設管撤去工 ＡＣＰφ７５ １００ｍ  

 ＡＣＰφ７５（存置） ５ｍ  

 

 

単位：mm

案内図

請負者

表題欄

100以上

1
0
0
以

上

120

1
0
0

平面図 

オフセット図 

総括表 配管図 

材料表 

横断面図 
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５．２ 地形図 

案内図、平面図等に用いる地形図は、原則として座間市都市計画基本図を利用すること。

なお、市が提示した基本図が現地と異なる場合には必要に応じて測量等を行い修正し利用す

ること。 

５．３ 案内図（位置図） 

工事路線の所在地を示すもので、町名、番地など目標となる著名な建物等の名称を記入す

ること。なお案内図は、平面図右端におさめ、工事対象となる路線を太線で記入すること。 

５．４ 平面図 

（１） 管には、その形式、口径、土被り等を記入すること（７．８参照）。なお、平面図が

数枚にわたるときは、案内図に図面番号を記入すること。 

（２） 道路には、国道、県道、市道等の路線名、舗装の種別、及び路線内に占用しているそ

の他の埋設物の名称、位置、土被り、形質、寸法を記入すること。 

（３） 河川には、その名称、流路幅、流水方向その他必要な事項を記入すること。 

（４） 制水弁等のオフセット図は、５．９オフセット図の作成要領に基づき、平面図下部等

の空欄に記入すること。なお、平面図が複数となる場合は、当該平面図に該当する部分

のみ記入すること。 

（５） 給水取出し替えを行った場合には、その位置、口径、管種、給水番号等を記入するこ

と。 

（６） 廃止（存置）管であっても、材質、管径及び布設年度を記入すること。 

５．５ 給水管取出替図 

取出し替えを行った給水管は、平面図に水栓番号、口径、布設位置を併記すること。また

別に給水管取出替えに伴うオフセット図を作成すること。 

５．６ 縦断面図 

地形の縦断面図に、管及び構造物等の縦断状態、名称、形質、寸法、新設管布設高さ、地

盤高さ、土被り、追加距離、管勾配、基準面の高さ（ＴＰ（別に指定する場合はＡＰ又はＹ

Ｐ））等を表示すること。ただし、監督員が特に指示した場合は、縦断面図を除くことができ

る。 

５．７ 横断面図 

道路、河川、橋梁等の横断面図に、管及び構造物の形質、寸法、位置（オフセット）等を

表示すること。なお、他の占用物件（ＮＴＴ、ガス、下水等）が確認された場合にはその位

置を表示すること。 

原則として各測点ごとに作成するものとするが、監督員が特に指示した場合は代表的な箇

所のみとすることができる。 
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５．８ 側面図 

伏越工、添架工、鞘管推進工、軌道下横断、水道橋等の場合は、管、構造物の位置、形質、

寸法等を表示すること。ただし、監督員が特に指示した場合は、側面図を除くことができる。 

５．９ 詳細図 

管、構造物（仕切弁、空気弁、排水設備等）、舗装復旧工、掘削工、基礎工、配筋、防護工、

加工、取付け、その他の部分の詳細を表示すること。ただし、監督員が特に指示した場合は、

詳細図を省略することができる。 

５．１０ 設備図 

各種電気設備、機械設備等の構造、性能、据付方法を表示すること。 

５．１１ 配管図 

継手別記号表を参考に直管、異形管等の接合位置、材料等を表示すること。なお、曲管等

の使用による表示方法は７．４を参考にすること。 

また材料名、規格、数量、製造会社名を記した主要材料表も表示すること。（表－２参照） 

表－２ 主要材料表（例） 

番号 名称 呼び径・寸法 管種 単位 数量 備考 製造会社名 

① NS形 直管 75×4000 1種 本 14 ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装   

② NS形 切用管 75×4000 1種 本 2 ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装   

③ NS-K形 直管 75×4000 1種 本 1 ｴﾎﾟｷｼ粉体塗装   

④ NS形 曲管 75、45°  個 2     

⑤ NS形 切用管挿し口ﾘﾝｸﾞ 75  個 2     

⑥ NS形 ﾗｲﾅ 75  個 2     

⑦ K形 継輪 75  個 1     

⑧ K形 挿し受片落管 100*75  個 2     

⑨ K形 短管 1号 100、形式 2  個 1 ﾌﾗﾝｼﾞ(GF)接合材含む   

⑩ K形 栓 75  個 1     

⑪ 特殊押輪 75  個 4     

⑫ 特殊押輪 100  個 2     

⑬ フランジ接合材 100、GF  組 1     
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５．１２ オフセット図（図－３参照） 

（１） オフセット測量は、新設の仕切弁、消火栓、空気弁、排水設備、連絡部、曲管部その

他必要な箇所に配管後直ちに管上にポール等を設置し計測すること。 

（２） オフセットの基点は、将来においても認識可能と思われる半永久的な地点（構造物）

の３点以上とし、相互の広角は原則として１２０°前後とする。なお、この場合の基点

に水道施設（弁筺類）は用いてはならない。 

（３） 半永久的な構造物にやむを得ずマンホール、電柱（コンクリート柱）等を利用する場

合には、マンホールはその中心、電柱等その他の構造物は測定距離が最短となる箇所を

基点とし図にその位置を明確に記すこと。 

（４） オフセット図は、基点、引照点及び寸法が明瞭に判読できるよう作成すること。 

（５） オフセット図には、平面距離のほか、管種、管径、土被り、道路幅員、道路構造物（側

溝等、種類も記載）及び埋設位置（はなれを含む）、地先目標、方位等を必ず記入するこ

と。また、道路構造物のほか民地の塀、柵等の構造物も記入すること。 

（６） オフセット図の大きさ（縮尺）は、図面の構成に応じて適切な形、大きさにすること。 

図－３ オフセット図 
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５．１３ 標題欄（図－４参照） 

標題欄は、図面の右下隅に設けること。また図面が複数となる場合にも各図に設けること。 

図－４ 標題欄 

※種別は新設、布設替、切回、修繕等の別を、工事番号は監督員の指示による。 

５．１４ 請負者欄（図－５参照） 

標題欄の上部に請負者欄を設け、届け出印を押印して提出すること。 

図－５ 請負者欄 

 

５．１５ その他 

（１） 上記以外の図面を必要とするときは、その図面を作成し提出すること。特に、存置し

た仮設材などは必ず図示すること。 

（２） 図面の順序は、平面図（案内図、配管図、オフセット図を含む）、縦断面図（断面図

を含む）、詳細図等の順とすること。 
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６ 縮尺 

６．１ 縮尺は、設計図及び次の基準によることを原則とする。 

案内図（位置図） １：５，０００、１：１０，０００ 

平面図   １：２５０、１：５００ 

縦断面図  縦１：１００ 横１：５００ 

横断面図  １：５０、１：１００ 

オフセット図  特に定めない（明瞭に判別できること） 

側面図、詳細図、設計図は、監督員の指示による。 

６．２ 縮尺は、標題欄の該当箇所に記入する。同一図面に異なる縮尺を用いる場合は、各図に

その縮尺を記入すること。 

７ 作図上の表示 

７．１ 案内図、平面図、オフセット図には、必ず方位を入れること。 

７．２ 図面は、原則として「北」を上方とすること。 

７．３ 平面図の管種の表示は次の例によること。 

（１） 鋳鉄管 

遠心力高級鋳鉄管  （メカニカルＡ形） ～（ＣＩＰ．Ａ） 

遠心力ダクタイル鋳鉄管 （メカニカルＡ形） ～（ＤＩＰ．Ａ） 

〃   （メカニカルＫ形） ～（ＤＩＰ．Ｋ） 

〃   （ＮＳ形）  ～（ＤＩＰ．ＮＳ） 

（２） 鋼管（ＳＰ） 

材質（ＳＳ４１、ＳＴＰＧ、ＳＰＧ等）及び管厚を記入すること。 

（３） 石綿セメント管（ＡＣＰ） 

（４） 耐衝撃性硬質塩化ビニール管（ＨＩＶＰ） 

（５） ステンレス鋼管（ＳＳＰ） 

（６） 遠心力鉄筋コンクリート管（ＲＣＰ）：さや管、排水管の別も記入すること。 

（７）水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ） 

 

７．４ 配管図の異形管等の使用による表示は次によること。なお（２）、（３）により土被りを

変化させた場合には、その土被りを表示すること。 

（１） 平面的に管路を変化させたもの Ｈ．Ｂ（Horizontal Bend） 

（２） 鉛直的に管路を変化させたもの Ｖ．Ｂ（Vertical Bend） 

（３）複合的に管路を変化させたもの Ｃ．Ｂ（Combination Bend） 

７．５ 管体又は構造物を塗装した場合は、平面図にその仕様（製造会社名、塗料名、塗膜厚、

色等）を記入すること。 

７．６ 塗覆装管は、平面図にその仕様を記入すること。 
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７．７ 伸縮可撓管は、平面図にその仕様（製造会社名、形式名、許容偏心量、許容伸縮量、設

置年月日）及び設置状況図を記入作成すること。なお、埋設される伸縮可撓管の設置状況図

は、基点を伸縮可撓管の中心としたオフセット図とすること。また、設置後露出する伸縮可

撓管（水道橋等）については、基点、引照点を明記すること。 

７．８ 平面図上の既設配水管、新設配水管の表示は次によること。 

DIP.K φ100 DP1.20m：新設    ACP φ100 DP1.20m：既設 

（管種、管径、土被り） 

 

ACP φ100 DP1.20m：廃止（存置） 

 

 

※この要領は平成２０年４月以降に完成する工事について適用する。 

 

※この要領は平成２８年４月以降に完成する工事について適用する。 
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第３章 様式等 



31 

１  工事打合せ簿（例） 

 

工事打合せ簿 

発 議 者 □ 発注者   □ 請負者 発 議 年 月 日 平成  年  月  日 

発 議 事 項 
□指示  □承諾  □協議  □通知  □提出  □報告  □届出 

□その他（                    ） 

工 事 名  

（内容） 

 

添付書類（                         ） 

上記について 

□指示 □承諾 □協議 □通知 □受理 

□その他（             ） 
します 

発

注

者 

平成  年  月  日 

上記について 

□了解 □協議 □提出 □報告 □届出 

□その他（             ） 
します 

処

理

回

答 

請

負

者 

年  月  日 

※ 打合わせの都度 2部作成し、各々保管する。 

監督員  現場代理人 
主任（監理） 

技術者 
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２  工事日報（例） 

 

工事 工事日報 

年 月 日 平成  年  月  日   曜日 天 候  

請負業者名  

現場代理人  

施工概況図 

施工概況 

工種 設計数量 既施工 本日施工 累計 出来高％ 備考 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

特記事項（監督員記入） 

課長 係長 合議 監督員 
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施工図 

使用材料 

品名 形状寸法 数量 単延長 施工延長 
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３  継手チェックシート 
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（№    ） 

K 形継手チェックシート 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
       

略図 
       

継手 No.        

清掃       

滑剤       

①ボルト 数       

トルクＮ・ｍ       

②押輪 

－受口端面間隔(a) 

上       

右       

下       

左       

③受口端面 

－白線の間隔(Ａ) 

または胴付間隔(Ｘ) 

上       

右       

下       

左       

④ゴム輪の出入状態 上       

右       

下       

左       

判定       

判定基準  ②押輪－受口端面の間隔(a)： 最大値－最小値≦5mm(同一円周上) 

③受口端面－白線の間隔(Ａ)： 呼び径  75～250mmA≦  95mm 

呼び径 300～600mmA≦107mm 

または胴付間隔（Ｘ) ： X≦表 2の値 

④ゴム輪の出入状態： 同一円周上にＡ,Cまたは A,B,Cが同時に存在しないこと。 
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（№    ） 

ＮＳ形継手チェックシート（φ75～φ450） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
       

略図 
       

継手№        

清掃       

滑剤       

受口溝(ロックリング)の確認       

受口面～ゴム輪の最大寸法(ｃ)       

受口面～ゴム輪 

間隔（ｂ）※1 

全周チェック       

①       

②       

③       

④       

⑤       

⑥       

⑦       

⑧       

受口面～白線 

間隔（ａ） 

①       

③       

⑤       

⑦       

判定       

備考 

判定基準 : 受口面～ゴム輪間隔（ｂ）＜ 受口面～ゴム輪（仮測定）最大寸法（ｃ） 

※1 薄板ゲージを全周にわたって受口と挿し口のすき間に差し込み、b ＜ ｃであることを確認する。 

全周にわたりｃ以下であれば、そのうち円周 8箇所の値をチェックシートに記入する。 
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（№    ） 

ＮＳ形継手チェックシート（ライナ使用φ75～φ450） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
       

略図 
       

継手№        

清掃       

滑剤       

受口溝(ロックリング)の確認       

受口面～ゴム輪の最大寸法(ｃ)       

受口面～ゴム輪 

間隔（ｂ）※1 

全周チェック       

①       

②       

③       

④       

⑤       

⑥       

⑦       

⑧       

ライナ位置の確認（ｄ部）       

挿入位置の確認※2       

判定       

備考 

判定基準 : 受口面～ゴム輪間隔（ｂ）＜ 受口面～ゴム輪の最大寸法（ｃ） 

※1 薄板ゲージを全周にわたって受口と挿し口のすき間に差し込み、b ＜ｃであることを確認する。 

 全周にわたりｃ以下であれば、そのうち円周 8箇所の値をチェックシートに記入する。 

※2 現場で明示したマーキング(白線)上に受口端面があること。 
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（№    ） 

ＮＳ形異形管(φ75～250)チェックシート 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
       

略図 
       

継手№        

清掃       

滑剤       

受口溝(ロックリング)の確認       

受口面～ゴム輪の最大寸法(ｃ)       

受口面～ゴム輪 

間隔（ｂ）※1 

全周チェック       

①       

②       

③       

④       

⑤       

⑥       

⑦       

⑧       

挿入位置の確認※2       

屈曲防止リングの確認※3       

判定       

備考 

判定基準 : 受口面～ゴム輪間隔（ｂ）＜ 受口面～ゴム輪の最大寸法（ｃ） 

※1 薄板ゲージを全周にわたって受口と挿し口のすき間に差し込み、ｂ＜ｃであることを確認する。 

 全周にわたりｃ以下であれば、そのうち円周 8箇所の値をチェックシートに記入する。 

※2 現場で明示したマーキング(白線)上に受口端面があること。 

※3 屈曲防止リングと挿し口外面に薄板ゲージが入らないこと。
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（№    ） 

ＮＳ形異形管(φ300～450)チェックシート 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
       

略図 
       

継手Ｎｏ．        

清掃       

滑剤       

受口溝(ロックリング)の確認       

①バックアップリングの向き       

②ボルト 数       

トルクＮ・ｍ       

③押輪～受口間隔 上       

右       

下       

左       

④ゴム輪の出入状況 上       

右       

下       

左       

挿入位置の確認※       

判定       

備考 

判定基準 ①バックアップリングの向き：テーパー部が挿し口端面側にあること。 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦5㎜（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状況：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと。 

※ 現場で明示したマーキング（白線）上に受口端面があること。
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（№    ） 

ＮＳ形継ぎ輪チェックシート（φ75～φ450） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
    

略図 
   

清掃   

 

滑材   

受口溝(ロックリング)の確認   

①バックアップリングの向き   

②ボルト 数   

トルクＮ・ｍ   

③押輪～受口間隔 上   

右   

下   

左   

④ゴム輪の出入状況 上   

右   

下   

左   

⑤両挿し口端の間隔 

(ｙ1) 

上   

右   

下   

左   

⑥Ｌ′受口端面 

～白線の間隔 

上   

右   

下   

左   

判定   

備考 

判定基準 ①バックアップリングの向き：テーパー部が挿し口端面側にあること。 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦5㎜（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状況：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと。 

注） ⑤は、一方から配管する場合には記入不要。⑥は、せめ配管の場合には記入不要。
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（№    ） 

ＮＳ形継手チェックシート（φ500～φ1000） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状        

略図        

清掃        

滑剤の塗布       

①バックアップリング

の向き、補強板の位置 

(1)       

(2)       

②挿入量確認 上       

右       

下       

左       

③押輪～受口間隔 上       

右       

下       

左       

④ゴム輪の出入状態 上       

右       

下       

左       

⑤ボルト 数       

トルク       

⑥白線Ｂ～受口間隔 上       

右       

下       

左       

判定       
判定基準 ①バックアップリングの向き、補強板の位置：(1)補強板が挿し口端面側にあること。(2)補強板がロックリ

ング分割部の位置にあること 

②挿入量確認：白線Ａの中に受口端面があること 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦5㎜（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと 

⑤白線Ｂ～受口間隔：最大値－最小値≦Ｘ（Ｘ：上表参照）④ゴム輪の出入状況：同一円周上にＡ、Ｃまた

はＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと。
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（№    ） 

ＮＳ形継手（ﾗｲﾅ使用・異形管）チェックシート（φ500～φ1000） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状        

略図        

清掃        

滑剤の塗布       

抜け出しチェック       

①バックアップリング

の向き、補強板の位置 

(1)       

(2)       

②挿入量確認 上       

右       

下       

左       

③押輪～受口間隔 上       

右       

下       

左       

④ゴム輪の出入状態 上       

右       

下       

左       

⑤ボルト 数       

トルク       

判定       

判定基準 ①バックアップリングの向き、補強板の位置：(1)補強板が挿し口端面側にあること。(2)補強板がロック

リング分割部の位置にあること 

②挿入位置の確認：現場で明示した白線上に受口端面があること 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦5㎜（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと
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（№    ） 

ＮＳ形継ぎ輪チェックシート（φ500～φ1000） 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

管№及び形状 
    

略図 
   

清掃   

 

滑剤の塗布   

①バックアップリング

の向き、補強板の位置 

(1)   

(2)   

②ボルト 数   

トルクＮ・ｍ   

③押輪～受口間隔 上   

右   

下   

左   

④ゴム輪の出入状態 上   

右   

下   

左   

⑤両挿し口端の間隔 

（y1） 

上   

右   

下   

左   

⑥Ｌ’受口端面 

～白線の間隔 

上   

右   

下   

左   

判定   
判定基準 ①バックアップリングの向き、補強板の位置：(1)補強板が挿し口端面側にあること。(2)補強板がロックリ

ング分割部の位置にあること 

②押輪～受口間隔：最大値－最小値≦5㎜（同一円周上） 

③ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと 

注）両挿し口端の間隔（y1）は、一方から配管する場合には記入不要。Ｌ’（受口端面～白線の間隔）は、

せめ配管の場合には記入不要。
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（№    ） 

大平面座形フランジ継手チェックシート 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

 

製品名および形状 
       

製品 No. 
       

略図 
       

継手 No.        

清掃       

①ボルト 
数       

トルクＮ・ｍ       

②ガスケットの位置       

判定       

判定基準  ①ボルトの締め付けトルク：表 3の標準締め付けトルクによる。 

②ガスケットの位置：フランジ面が平行にかたよりなく接合されていることおよびガスケットのずれがない

こと。
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（№    ） 

溝形フランジ継手チェックシート(メタルタッチでない場合) 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

呼び圧力      

製品名および形状 
       

製品 No. 
       

略図 
       

継手 No.        

清掃       

接着剤使用の有無       

①すきまゲージ 

(上限用と下限用)に

よるチェック 

上       

右       

下       

左       

②ボルト 
数       

トルクＮ・ｍ       

判定       

判定基準 ①すきまゲージによるチェック：表 4 に示した上限のすきまゲージが挿入できないので、下限のすきまゲ

ージが挿入できること。 

②ボルトのゆるみチェック：容易にゆるまないこと。
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（№    ） 

溝形フランジ継手チェックシート(メタルタッチの場合) 

年  月  日 

 

 

 

 

 

 

継手施工者名（             ） 

工事名 

工区 

 

配管図 No. 

測点 No. 

 

呼び径・管種 
 

 配管主任 指導員 担当 

    

呼び圧力      

製品名および形状 
       

製品 No. 
       

略図 
       

継手 No.        

清掃       

接着剤使用の有無       

①すきまゲージ 

(0.9mm 厚)によるチ

ェック 

上       

右       

下       

左       

②ボルト 
数       

トルクＮ・ｍ       

判定       

判定基準 ①すきまゲージによるチェック：：フランジ面間に 0.9㎜厚のすきまゲージが入らないこと。 

②ボルトのゆるみチェック：：60N・m以上 
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４  各種オフセット図 

給水オフセット図面 

所 有 者 氏 名 

（申込者氏名） 
 

工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 
 

施 工 年 月 日 平成  年  月  日 検 査 年 月 日 平成  年  月  日 

水 栓 番 号  

給水場所（装置場所） 座間市 

 管種 口径 土被り 分岐部等構造 

配 水 管  ㎜ ｍ □SUS-（□G1 □G2 □M[    ]） 

□CAC(砲金)-G □その他（  ） 

（止水栓：□SUS □砲金） 
給 水 管  ㎜ ｍ 

工 事 内 容 
□新設（□給水本管 □各戸） □改造   □撤去 

□配水管等布設替工事  □修繕工事･依頼工事 

施 工 業 者    担当：    TEL： 

オフセット図 

 

 

 

 

 

 

 

（図は、水道工事標準仕様書及び水道工事施工要領書（竣工図作成要領）を参照のこと） 
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給水オフセット図面 
所 有 者 氏 名 

（申込者氏名） 
座間 太郎 

工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 

平成１９年度 

ＨＫ－１９ 

施 工 年 月 日 平成２０年 ３月 １日 検 査 年 月 日 平成２０年 ３月２５日 

水 栓 番 号 １２３４５ 

給水場所（装置場所） 座間市緑ヶ丘１－１－１ 

 管種 口径 土被り 分岐部等構造 

配 水 管 ＤＩＰ １００㎜ １．２０ｍ ☑SUS-（□G1 □G2 ☑M[座間給装]） 

□CAC(砲金)-G □その他（  ） 

（止水栓：☑SUS □砲金） 給 水 管 ＳＳＰ ２０㎜ １．２０ｍ 

工 事 内 容 
□新設（□給水本管 □各戸） □改造   □撤去 

☑配水管等布設替工事  □修繕工事･依頼工事 

施 工 業 者 座間水道店  担当：座間一郎  TEL：046-255-1111 

オフセット図 

 

 

＜記載例＞ 

SUS-G1：ステンレス製（平行ﾈｼﾞ）JWWA B 117準拠 

SUS-G2：JWWA B 139（平行ﾈｼﾞ） 

SUS-M：JWWA B 139（一体型） 

CAC-G：JWWA B 117砲金製（平行ﾈｼﾞ） 

※Mの場合は[ ]に製造会社名を記入 
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仕切弁（筺）オフセット図面 

管 理 番 号  
工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 
 

施 工 年 月 日 平成  年  月  日 検 査 年 月 日 平成  年  月  日 

路 線 番 号  

施工場所（設置場所） 座間市 

 管種 口径 土被り 備考 

設 置 管  ㎜ ｍ  

工 事 

内 容 

種 別 □布設(替)工事  □修繕・依頼工事  □給水本管工事 

弁本体 
□新設 □交換 □撤去 □残置(埋戻し) 

（□ソフト（□浅埋形 □通常形） □鋳鉄  □不断水[       ]） 

弁 筺 □新設 □撤去 □交換 □調整 □その他(        ) 

内  容  詳  細 

(監督員 ･検査員記入 ) 

 

施 工 業 者    担当：    TEL： 

オフセット図（平面図の向きに合わせた配管図も記載のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

（図は、水道工事標準仕様書及び水道工事施工要領書（竣工図作成要領）を参照のこと） 
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仕切弁（筺）オフセット図面 

管 理 番 号  
工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 

平成１９年度 

Ｓ－５ 

施 工 年 月 日 平成２０年 ２月１５日 検 査 年 月 日 平成２０年 ３月１０日 

路 線 番 号 市道座間１２３４号線 

施工場所（設置場所） 座間市緑ヶ丘１－１－１ 

 管種 口径 土被り 備考 

設 置 管 ＤＩＰ １００㎜ １．２０ｍ 配水管 

工 事 

内 容 

種 別 □布設(替)工事  ☑修繕・依頼工事  □給水本管工事 

弁本体 
☑新設 □交換 □撤去 □残置(埋戻し) 

（☑ソフト（□浅埋形 ☑通常形） □鋳鉄  □不断水[       ]） 

弁 筺 ☑新設 □撤去 □交換 □調整 □その他(        ) 

内  容  詳  細 

(監督員 ･検査員記入 ) 

 

施 工 業 者 座間水道店  担当：座間一郎  TEL：046-255-1111 

 

 （図は、水道工事標準仕様書及び水道工事施工要領書（竣工図作成要領）を参照のこと） 

 

製造会社名 
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消火栓・排水弁・空気弁（筺）オフセット図面 

管 理 番 号  
工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 
 

施 工 年 月 日 平成  年  月  日 検 査 年 月 日 平成  年  月  日 

路 線 番 号  

施工場所（設置場所） 座間市 

 管種 口径 土被り 備考 

設 置 管  ㎜ ｍ  

工 事 

内 容 

種 別 □布設(替)工事  □修繕・依頼工事  □給水本管工事 

本 体 
□新設 □交換 □撤去 □残置 

（消火栓：□単口 □双口 □空気弁付、空気弁：□急速 □小型） 

補修弁 
□新設 □交換 □撤去 □残置 □未設置 

（H＝   ㎜） 

弁 筺 
□新設 □交換 □調整 □撤去 □その他(        ) 

（構造：□3号 □4号、蓋表示：□消火栓 □排水弁 □空気弁 □その他） 

内  容  詳  細 

(監督員 ･検査員記入 ) 

 

施 工 業 者    担当：    TEL： 

オフセット図（平面図の向きに合わせた配管図も記載のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

（図は、水道工事標準仕様書及び水道工事施工要領書（竣工図作成要領）を参照のこと） 
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消火栓・排水弁・空気弁（筺）オフセット図面 

管 理 番 号 緑ヶ丘１－１５ 
工 事 等 番 号 

（申請・修繕・工事等） 

平成１９年度 

ＨＫ－２２ 

施 工 年 月 日 平成１９年１２月 ２日 検 査 年 月 日 平成２０年 ３月 ２日 

路 線 番 号 市道座間１２５６号線 

施工場所（設置場所） 座間市緑ヶ丘１－１－１ 

 管種 口径 土被り 備考 

設 置 管 ＤＩＰ １００㎜ １．２０ｍ 配水管 

工 事 

内 容 

種 別 ☑布設(替)工事  □修繕・依頼工事  □給水本管工事 

本 体 
☑新設 □交換 □撤去 □残置 

（消火栓：☑単口 □双口 □空気弁付、空気弁：□急速 □小型） 

補修弁 
☑新設 □交換 □撤去 □残置 □未設置 

（H＝ １００㎜） 

弁 筺 
☑新設 □交換 □調整 □撤去 □その他(        ) 

（構造：☑3号 □4号、蓋表示：☑消火栓 □排水弁 □空気弁 □その他） 

内  容  詳  細 

(監督員 ･検査員記入 ) 

浅埋形１ＦＴ字管使用 

施 工 業 者 座間水道店  担当：座間一郎  TEL：046-255-1111 

 

 

＜記載例＞ 

不断水割丁字管

を使用した場合

は製造会社名及

び型番も記載 


